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１．VOC及びＶＯＣに関わる規制

２．塗料及び関連業界の取り組み

３．環境対応防水工法
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【アトミクス株式会社】

1937年創業の塗料メーカー(旧社名アトム化学塗料㈱）

路面標示用塗料の国内トップメーカー

塗床、一般建築塗料、防水材等を展開

一般消費者向けの家庭用塗料（アトムサポート㈱）

技術本部に24年間在籍し、水性塗料及び防水材を中心とした設計開発

に従事。2018年に水性の防水材に関わる事業部設立に伴い異勤

大気汚染防止法改正に伴うVOC低減に関する業界内ワーキングに参画。

その後、9年間塗料製品の安全にかかわる業界団体内委員を務める。
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令和3年7月31日登録
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本社；板橋区

加須工場

久喜工場

札幌営業所

仙台営業所新潟営業所

横浜営業所

名古屋営業所

大阪支店

岡山工場

広島営業所

福岡営業所

埼玉県 県産品

4



2021/11/17

3

① 光化学スモッグを起こす原因物質

② シックハウス症候群の原因物質
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VOC、NOx

Ox
工場等からでるVOCが
NOxと紫外線で原因物
質となるOxを生成し、人
体へ影響

出典：揮発性有機化合物について（環境省）

出典：健康な日常生活を送るために（厚生労働省）

居室内の建材や調度品
から発生する化学物質
による健康影響。
高気密化が原因の一つ
とされ、対象居室から離
れると改善することもあ
る。
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VOC；Volatile Organic Compounds

揮発性有機化合物
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有機化合物 無機化合物

揮発性

大気中で気体状になる
もの

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、繊維、糖、
ﾀﾝﾊﾟｸ質、石油等

金属、金属化合物、
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ、二酸化炭素等
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そのもの自身を活用 燃料 ガソリン、天然ガス等

酒類 酒類の製造、貯蔵等

農薬・殺虫剤 農薬・殺虫剤等の使用

溶解させるため 主原材料を溶解 化学品の製造

作業しやすくするため
（粘度、乾燥性等）

塗料・塗装
印刷・インキ
接着剤等

油等の汚れを除去する クリーニング
製造機器等の洗浄

副生成物 食料品 パンの発酵
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化学物質 排出量
t/年

割合
％

主用途

トルエン 54,600 8.7 塗料、洗浄剤、洗浄用シン
ナー、接着剤

キシレン 47,700 7.6 塗料

酢酸エチル 38,500 6.2 印刷インキ、塗料、接着剤

イソペンタン 31,400 5.0 燃料（蒸発ガス）

特定できない 27,100 4.3 ドライクリーニング、接着剤

エチルベンゼン 25,300 4.0 塗料

イソプロピルアルコール 21,800 3.5 洗浄剤、印刷インキ、塗料

イソブタン 20,000 3.2 燃料（蒸発ガス）

エチルアルコール 18,300 2.9 食料品等

酢酸ブチル 16,700 2.8 塗料

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

出典；令和2年度揮発性有機化合物(VOC）排出インベントリ作成
等に関する調査業務報告書 ㈱環境計画研究所より抜粋編集
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出典；令和2年度揮発性有機化合物(VOC）排出インベントリ作成
等に関する調査業務報告書 ㈱環境計画研究所

塗料
・輸送用機械機器製造

(新車、船舶、機械関係）
・建築工事（建築物）
・金属製品製造
（建築資材、金属製品）

燃料（蒸発ガス）
原油基地、製油所、油槽所、給油

所における燃料の貯蔵、出荷、給油
に伴う蒸発排出

化学品
パルプ・紙・紙加工品、化学工業の製造
施設、貯蔵施設からの排出

9
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2019年推定排出量
（2000年対比）

全体；45％
塗料；43％
接着剤；60％
燃料；70％
化学品；37％
洗浄剤；45％
印刷インキ；27％

出典；令和2年度揮発性有機化合物(VOC）排出インベントリ作成
等に関する調査業務報告書 ㈱環境計画研究所 より抜粋
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（大気汚染防止法）

大気中に排出され、又は飛散した時に

気体である有機化合物（浮遊粒子状物質

及びオキシダントの生成の原因とならな

い物質として政令で定める物質を除く。）

をいう。
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http://www.9taiki.jp/ox/pdf/leaflet_9tk_okugai.pdf

九都県市あおぞらネットワーク

６月から９月は「夏季のVOC対策」重点実
施期間です！
～九都県市で連携して光化学スモッグ等
の改善に取り組みます～

ＶＯＣ

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

排気ガス、ＶＯＣ
＋紫外線

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄの発生

光化学スモッグ注意報
の発令

目の痛み、咳、気分の
悪さ

屋外での激しい運動は避ける。
目などに刺激を感じたら室内に入る。
乳幼児、お年寄り、病弱な人は注意

埼玉県H.P.より
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１．目的
大気汚染に関して、国民の健康を保護するとともに、生活環境を

保全することなどを目的とする。

工場及び事業場、建築物の解体→ばい煙、揮発性有機化合物、

粉じん、自動車の排ガス

２．主な内容

・ばい煙の排出規制

排出制限、改善・使用停止命令、設置・変更届出、

測定義務、事故時の措置、事業者の責務、緊急時の措置等

※ばい煙；物の燃焼等に伴い発生する硫黄酸化物、ばいじん（スス）、

有害物質

・揮発性有機化合物の排出抑制

基準順守義務、改善・使用停止命令、設置・変更届出、測定義務、

緊急時の措置等

・粉じんの排出規制

・有害大気汚染物質の対策の推進
Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 13

ばい煙 揮発性有機化合物 粉じん

定義 物の燃焼等に伴い発生す
るいおう酸化物、ばいじ
ん(いわゆるスス)、有害物
質

大気中に排出され、又は飛
散した時に気体である有機
化合物

物の破砕やたい積等により
発生し、又は飛散する物質

排出制限、改
善命令・使用
停止命令

〇 〇

基準遵守、改善命
令・使用停止命令

〇
基準遵守、基準適合
命令・使用停止命令

設置・変更の
届出、計画変
更命令

〇 〇 〇
届出、計画変更命令

測定義務、立
入検査

〇 〇 〇

事故時の措置 〇 ― ―

事業者の責務 〇 ― ―

緊急時の措置 〇 〇 ―
Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 14
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【有害大気汚染物質の対策の推進】

１．目的

〇有害大気汚染物質とは？

→低濃度であっても長期的な摂取により健康影響が生ずるおそれのある物質

〇目的

→科学的知見の充実の下に、将来にわたって人の健康に係る被害を未然に防
止

するため。.

２．内容
〇対象物質（有害大気汚染の可能性がある物質）248種類→優先取組物質23物質
〇各主体の責務

国の施策；科学的知見の充実、健康リスク評価の公表等

地方公共団体の施策；汚染状況の把握、情報の提供等

事業者の責務；排出状況の把握、排出抑制等

国民の努力；排出抑制等

〇 排出抑制基準 指定物質3物質について排出抑制基準を定める
（ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン）

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 15
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http://www.env.go.jp/press/files/jp/16391.pdf

有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質リスト及び優先取組
物質の見直し並びに有害大気汚染物質のリスクの程度に応じた対策
のあり方について
中央環境審議会大気環境部会
健康リスク総合専門委員会

https://www.env.go.jp/air/air/osen/yugai_air_23.pdf

16
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1961年 四日市ぜんそく

高度経済成長に伴う公害の発生

1962年 ばい煙規制法制定

規制対象地域指定、排出基準の設定、排出施設設置の届出

1968年 大気汚染防止法の制定

1970年 光化学スモッグの頻発→大防法の改正

1989年 石綿規制の開始

1992年 自動車NOx法の制定

2004年 大気汚染防止法の改正

光化学オキシダント、浮遊粒子状物質対策として、

工場・事業場に対する揮発性有機化合物（VOC）の排出抑制

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 17
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https://www.pref.saitama.lg.jp/a0504/901-20100218-
389.html

〇大気汚染防止法

【排出基準を定めている施設】
吹付け塗装施設、接着の用に供する乾燥施
設、印刷の用に供する乾燥施設等

〇埼玉県生活環境保全条例

【設備基準の規制がある施設】
ガソリンスタンド、 石油貯蔵タンク、
ドライクリーニング、印刷施設、塗装施設等
【特定化学物質の適正管理】

〇化学物質排出把握管理促進法
PRTR制度、SDS制度〇自主的取組の支援

低VOC取組に関する普及セミナーの開催
VOC対策サポート事業（専門アドバイザーからの助言）
自主的取組に関する資料の公開

18
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VOC排出量は減少しているが、全国的にも2010年頃から緩やか。
光化学スモッグを減らすためには、継続して強化が必要。

出典；令和2年度揮発性有機化合物(VOC）排出インベントリ作成
等に関する調査業務報告書 ㈱環境計画研究所 より抜粋

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/26055/r2koukagakuk
anni.pdf
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化学物質 室内濃度指針値

ホルムアルデヒド 0.08ppm

トルエン 0.07ppm

キシレン 0.05ppm

パラジクロロベンゼン 0.04ppm

エチルベンゼン 0.88ppm

スチレン 0.05ppm

フタル酸ジーnーブチル 1.5ppb

クロルピリホス 0.07ppb（小児0.007ppb）

テトラデカン 0.04ppm

フタル酸ジー2ーエチルヘキシル 6.3ppb

ダイアジノン 0.02ppb

アセトアルデヒド 0.03ppm

フエノブカルブ 3.8ppb

総揮発性有機化合物量（Tvoc） 0.4mg/立方メートル（暫定目標）

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 20

② 居室環境への影響（シックハウス症候群）

室内濃度指針値(13物質)/厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/se
ikatsu-eisei/dl/sick_house.pdf

WHO分類；沸点の範囲が50℃∼100℃から240℃∼260℃までの有機化合物
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１．シックハウス症候群とは

〇建材や調度品などから発生する化学物質による健康影響

〇目がチカチカする、頭痛、鼻水、吐き気、湿疹等

〇個人差がある。

〇他の居室にいる場合は健康影響が出ないことがある。

〇住宅の高気密化が原因の一つとされる。

【主な原因物質】

内装材（合板の接着剤や塗料）

壁紙（壁紙やその接着剤）

建具（接着剤や塗料）

防虫剤、殺虫剤等

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 21

1970年代～1980年代
欧米でオイルショックの影響から省エネが推進されると

ともに施設内で働く人の体調不良が発生し、訴えが増える

＝シックビルディング症候群

1980年 JAS（日本農林規格）においてﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散を減少させる

ため合板やフローリングの規格が制定される

1994年 シックハウス問題がメディアで取上げ始められる

1997年 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ室内濃度指針値発表（以降段階的に物質追加）

2001年 品確法改正により5物質の濃度測定

2002年 ｼｯｸｽｸｰﾙ問題が頻繁にマスコミが取り上げられる。

学校でのVOCなど測定に関する通達

2003年 建築基準法が改正され、シックハウス対策が盛り込まれる。

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 22
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〇 建築基準法
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(接着剤、塗料等の防腐剤）に関する建材の制限と換気義務付け
クロルピリホス（シロアリ駆除剤）の使用禁止

〇 品確法（住宅の品質確保の促進等に関する法律）
住宅性能表示制度における建材の使用状況やVOC濃度測定選択可

〇 厚生労働省化学物質室内濃度指針値（13物質＋TVOC）
現在まで得られた毒性に係る科学的知見から、一生涯その化学物質について指針値以下

の濃度の暴露を受けたとしても、健康への有害な影響を受けないであろうと判断される

値を算出

〇 文科省 学校環境衛生基準に基づき、定期的に測定

〇 経産省 JISの改正（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散対策）

〇 農林水産省 JASの改正（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散対策）

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 23

全て塗料はＦ☆☆☆☆

 ＶＯＣは揮発する有機化合物のこと

※厳密には大気汚染、シックハウスの観点でVOCの定義が

異なる。

 大気汚染、室内環境の悪化から人体への影響があるため、

様々な法規制が設けられている。

 ＶＯＣ排出低減は進んでいるが、2010年前後から低減率は

下がっている。

 ＶＯＣの排出が最も多い業界は塗料であり、

次いで燃料、化学品である。

 ＶＯＣ低減には、法規制だけでなく選定していただく施主様の

ご理解も必要である。

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 24
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出典；国内外の化学物質管理制度の概要
経済産業省化学物質管理課

25

法令 目的 内容

化学物質の審査及び製造等の規
制に関する法律（化審法）

人の健康を損なうおそれ又は動植物の生
息・生育に支障を及ぼすおそれがある化学
物質による環境の汚染を防止する

新規化学物質の事前審査、上市後の化学物質
の製造・輸入数量の届出の義務

特定化学物質の環境への排出量
の把握等及び管理の改善の促進
に関する法律（化管法）

事業者による化学物質の自主的な管理の改
善を促進し、環境の保全上の支障を未然に
防止する

特定の化学物質について環境への排出量等の
届出（PRTR）及び性状及び取扱いに関する情
報としてSDS（化学物質等安全データシー
ト）の提供

労働安全衛生法（安衛法） 職場における労働者の安全と健康の確保及
び快適な職場環境の形成

労働災害の防止のための危害防止基準の確立、
責任体制の明確化及び自主的活動の促進の措
置など総合的、計画的な安全衛生対策を推進

毒物及び劇物取締法 毒物及び劇物について、保健衛生上の見地
から必要な取締を行う

毒劇物の製造・輸入・販売の登録、取扱責任
者の設置、容器等への表示、販売時等の情報
提供等

大気汚染防止法 大気の汚染に関し国民の健康を保護し、生
活環境を保全する事

工場や事業場からのばい煙、揮発性有機化合
物、粉じん及び水銀等の排出基準、自動車排
出ガスに係る許容限度等

有害物質を含有する家庭用品の
規制に関する法律

国民の健康の保護 家庭用品について、指定する有害物質の含有
量、溶出量、発散量に関して基準を定める

消防法 火災を予防し、警戒し及び鎮圧し、国民の
生命、身体及び財産を火災から保護する等
を目的

発火性、引火性の物品及び発火、引火を促進
させる物品を危険物と定め、指定数量以上の
危険物を取り扱う事業者に製造、貯蔵、運搬、
届出および取扱い等の規制

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 26
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地球環境

大気環境

都市環境

住環境

自然環境

環境破壊
資源の枯渇

快適性の追求

光化学スモッグ
温暖化

27

 作業者の安全衛生への対応

 施主様、地域住民への安全性への対応

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

人の健康に対するリスクがあるもの

実際に多く使用されているもの

調査結果より暴露や健康影響が確認されたもの

法規制や自主規制

化学物質は無くてはならないもの

安全でやさしいものを選択し、持続可能な社会へ
28
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〇 塗料及び関連業界

・塗料業界

・防水業界

・建築仕上材業界

〇 印刷インキ、接着剤業界

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 29

一社）日本塗料工業会
（ＪＰＭＡ）

日本ウレタン建材工業
会（NUK）

日本建築仕上材工業会
（NSK）

塗料全般 防水材等ウレタン建材
関連

建築用仕上塗材（内装
材、外装材等）

大気汚染
を対象

低ＶＯＣ塗料（溶剤
形）

― ―

ｼｯｸﾊｳｽを
対象

（居室を
主）

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ自主認定 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ自主認定 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散等級自
主表示

非ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ塗料

（ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ）

両方を対
象

水系塗料
無溶剤塗料

VOC自主規制
（ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ・ｽﾁﾚﾝ）

環境対応型ウレタン防
水材システム

―

30
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https://toryo.or.jp/jp/data/files/2020_4-3.pdf

① 塗料業界の現状（2020年度）

溶剤形
約３９％

弱溶剤形
約１２％

水系、粉体等
約４３％

生産割合

全体の半数以上が溶
剤形である。

31

 強溶剤塗料

いわゆるシンナーで樹脂を溶解。高性能であるが、

下地が限定される。臭気が強い。

 弱溶剤塗料

塗料用シンナー（高沸点であり、比較的穏やかな臭気）で

樹脂を溶解したり、樹脂を分散している塗料

 水性塗料

一般的には樹脂が水中に分散している塗料。

高性能であるが、塗装環境の影響を受けやすい。

臭気は比較的穏やか

 粉体塗料

工場塗装や道路の路面標示で使用される。

静電塗装＋焼き付け 加温溶融

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 32



2021/11/17

17

日本の塗料工業’20 一社）日本塗料工業会

現場塗装が主

工場塗装が主

現場塗装、工場塗装

☆ 水性又は無溶剤塗料、粉体塗料が主

☆ 溶剤形塗料が主

☆
☆
☆
☆
☆ （☆）
☆
☆
☆
☆

☆
☆
☆ （☆）

現場塗装が主となる分野では
水性又は無溶剤、粉体が主体

② 用途別の出荷動向

塗料分野での課題は
構造物向け塗料の水性化

33

排出規制

目的 方策 規制 内容

労働者の安全 有害物質低
減

安衛法等 弱溶剤化
ハイソリッド化
水性化

鉛・クロムフリー
施主様等への
負荷低減

ｼｯｸﾊｳｽ、ｼｯ
ｸｽｸｰﾙ対策

建築基準法
F☆☆☆☆自主表示
ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝﾌﾘｰ塗料自主表示

地球環境への
負荷低減（大
気）

VOC低減 大気汚染防止法
低VOC塗料（溶剤形）自主表示
水性重防食塗料の普及

③ ＶＯＣ等に係る取り組み

34
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１．ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ自主管理登録
 居室内で施工される塗料が対象

 建築基準法における面積制限を受けずに施工できる材料をF☆☆☆☆と
する。

 2021年1月現在 96社4,426件登録

２．非トルエン・キシレン塗料自主表示
 現場塗装の室内用塗料を対象とする。

 塗料中にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンを配合して
いない塗料及びシンナーについて適用。
→それぞれの含有量が0.1％未満であること。

 2005年制定、2019年改訂

一社）日本塗料工業会H.P.

十分な換気を！

35

１．低VOC塗料（溶剤形）自主表示

 法規制＋自主的取り組み（ベストミックス）により、大気汚染改善の
ため、VOC排出量低減を目指す。

 溶剤形塗料で、塗料中のVOC含有量が３０％以下の塗料

※VOCはWHOによるVOC分類に基づく。

 2006年11月制定

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

一社）日本塗料工業会H.P.

VOC；塗料業界では世界保健機構（WHO）のVOC分類に基づく「沸点範囲；
50ｰ100℃～240ｰ260℃）の揮発性有機化学物質」とする。

36



2021/11/17

19

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

普及と啓発

調査の実施と公表。知識、技術
の普及
（大防法第1８条の４３、４４）

自主的取組み

すべての事業者の責務と
してVOCの排出抑制に努
めることを規定
（大防法第17条の１４）

国民の努力
何人もVOCの排出を抑制すること
に努め、VOCの少ない製品を選
択し、排出抑制を促進する（大防
法第17条の15）

排出規制

一定規模以上の排出施設
に対して、ＶＯＣの排出基
準を設定
（大防法第17条の４）

ベストミックス

37

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

２．重防食分野のオール水性塗装システム

 労働者、施主様、地球環境への安全・安心のためＶＯＣ低減へ進めて

いく。

 水性重防食塗料のJIS追加（JIS K 5551 構造物用さび止めペイント）

 東京都VOC対策ガイド[屋外塗装編]｣に掲載

 公共建築工事標準仕様書への掲載への働きかけ

建築塗料；６５．５％
重防食；６．７％

水性化率（H28）

38
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建築用仕上塗材
JIS A 6909（建築用仕上塗材）に規定
主原料；セメント、合成樹脂などの結合材、顔料、骨材
用途；建築物の内外壁又は天井
施工方法；吹付け、ローラー塗り、こて塗り
適用；立体的な造形性をもつ模様に仕上げる材料
例；リシン、吹付けタイル、スタッコ、じゅらく、珪藻土

 基本的に水性であり、ＶＯＣ含有量は少ない。

 樹脂、配合されている防腐剤によってはホルムアルデヒドの放散がある。

ホルムアルデヒド放散等級自主表示ガイドライン（平成15年4月より）

項目 内容 詳細

長寿命化 耐久性の向上 高物性・高耐久性材料、工法の開発と推進。
防水による建築物の延命化

自然共生 環境への配慮 環境対応型防水システム認定制度

省資源・環境 廃棄物の低減 環境対応型防水システム認定制度

健康・安全 屋上利用者 バリアフリー床
防水兼スポーツ弾性舗装化

景観 快適なまちづくり 色彩計画、景観設計
屋上緑化の普及、推進

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

日本ウレタン建材工業会（NUK）
環境宣言

40
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目的 内容 代表物質

作業者の安全衛生
（有機溶剤中毒）

屋内作業等で作業主任者、作業環
境測定、健康診断が必要となる溶
剤を使用しないこと

トルエン、キシレン、
アセトン、酢酸エチ
ル、メタノールなど

作業者の安全衛生
（発がんのおそれ）

特化則における特別有機溶剤を使
用しないこと

エチルベンゼン、ジ
クロロメタン等

人の健康や環境影響 内分泌かく乱作用のリスクがある
物質を使用しないこと

ビスフェノールＡ等

シックハウス対策 厚労省における室内空気質指針値
に挙げられている物質を使用しな
いこと

トルエン、キシレン、
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 41

目的 担当省庁 法令 代表物質

居室環
境

シック
ハウス
対策

国交省 建築基準法 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

厚労省 室内濃度指
針

ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ等13物質、TVOC

文科省 学校環境衛
生基準

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

作業環
境

作業者
の安全
衛生

厚労省 有機則該当
溶剤

ﾄﾙｴﾝ、ｱｾﾄﾝ、ｾﾛｿﾙﾌﾞ系、ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯ
ﾄ等44物質

厚労省 特化則特別
有機溶剤

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、MIBK等12物質

厚労省 女性則 鉛、ﾄﾙｴﾝ、ﾒﾀﾉｰﾙ等26物質

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 42
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VOC（揮発性有機化合物）自主規制

トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの含有量が0.1％
未満であること。

ホルムアルデヒド「Ｆ☆☆☆☆」自主規制

室内のシックハウス対策
建築基準法のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量の基準を満たすもの

Copyright © 2018 atomix co.,ltd.

居室を利用される方、作業者の安全に関わる対策
が中心である。

43

印刷インキ工業連合会

植物油インキ
ノントルエンインキ
水性インキ

日本接着剤工業会
室内空気質汚染対策のためのノンホルムアルデヒド自主管理規定
室内空気質汚染対策のためのVOC自主管理規定

（トルエン、キシレン、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ、室内に使用する製品）

Copyright © 2018 atomix co.,ltd. 44

大気環境への影響を考慮

居室者への影響を考慮
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塗料業界
 シックハウス、大気環境の両面で対策

 現場塗装分野は、水性化へシフト

 工場内からの排出量低減

 重防食分野への水性化推進

関連業界
ウレタン塗膜防水

有害物質低減へ（シックハウス、作業者の安全衛生）

建築用仕上塗材

そもそも水性が多い

印刷インキ

ＶＯＣ対策として推奨

接着剤

室内のシックハウス対策

45

○施主様の使い方に見合った施設とする

○耐久性が高く、予防保全により長期間活用

○猛暑、集中豪雨、台風などへの備え

○施主様、地域、地球環境に優しい工事

長寿命化改修

亜熱帯化への備え

施主様、近隣等
への対応

46

（1） これからの建物改修
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学校施設を取り巻く環境変化

・校区により人口増減情況が異なる。

・経費の更なる増加が見込まれる

・イニシャルコストの削減、平準化、
ランニングコストの削減が必要

・老朽化への対応が必要

学校施設の目指すべき姿

・安全性（定期点検と予防保全、
災害時への避難所機能）

・快適性（クーラー、洋式トイレ）

・学習活動への適応性（多様化へ
の対応）

・環境適応性（温室効果ガス排出
削減、地域ｺﾐｭﾆﾃｨ―の拠点）

・不具合個所を直す補修から機能、性能を現在必要とするレベルまで引き上げる。
・目標使用年数を８０年とした長寿命化改修を計画的に実施する。

47

名称 時期 主な地域 主な気象状況

令和3年豪雪
20年12月-

21年2月
北陸、北日

本、山陰

降雪 128cm/24h

（群馬県藤原）

令和2年7月豪雨 20年7月 九州、中部
降水量 489.5㎜/24h

（熊本県球磨郡）

令和元年東日本台風

（台風19号）
19年10月

関東、甲

信、東北

降水量 942.5㎜/24h（箱根）

 瞬間最大風速 43.8m/s（横浜）

令和元年房総半島台風

（台風15号）
19年9月 千葉

降水量 441.0㎜/24h（静岡県天城）

 瞬間最大風速 57.5m/s（千葉）

令和元年8月の前線に伴う大雨 19年8月 九州北部
降水量 434.0㎜/24h

（⾧崎県平戸）

平成30年台風第21号 18年9月 近畿
瞬間最大風速 58.1ｍ/s

（関空島）

2018年猛暑
18年6月-

8月
東日本、西

日本

観測史上最高を記録

（41.1℃、埼玉県越谷）

48
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亜熱帯化対応

集中豪雨
猛暑
台風

長期間の活用

十分な耐久性
予防保全

環境対応

資源の有効活用
産業廃棄物の削減
ＶＯＣ削減

近隣への配慮

施工中の安全対策
騒音、 臭気

• 高品質防水（材料、工法、施工）

• 風で吹き飛ばされない

• 日射を緩和(熱劣化、熱膨張）
• 長期耐久性

• 繰返しメンテナンスが可能

• 産業廃棄物の発生が少ない

• 施工中に事故を起こさない

• 低臭
• 軽量

長寿命化のための屋根改修ポイント

熱中症対策
（避難所、学校）

49

出典；矢野経済研究所 2019年版各種防水材市場の現状と有力メーカーの戦略(2018年以降は見込み)
外壁塗膜防水に屋根水性アクリルゴムを含む

塗膜防水工法は、全工法の
約50％を占める。全体の約
30％がウレタン塗膜防水で
あり、水性アクリルゴムは全
体の2％程度（外壁防水を含
む）

※改修が多いため、納め
やすい塗膜防水工法が増
えている。

50

水性アクリルゴム系
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ウレタンゴム塗膜防水 水性ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ防水

1965年
頃

ﾀｰﾙｳﾚﾀﾝ、ﾉﾝﾀｰﾙｳﾚﾀﾝの試用開始 ｱｸﾘﾙ酸系防水材を展開するが失
敗

1975年 ― ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系を開発する。

1976年 JIS屋根防水用塗膜材が制定 JIS屋根防水用塗膜材が制定

1981年 建築工事標準仕様書掲載 ―

1988年 ー ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系防水材が改良される

1991年 建築改修工事標準仕様書掲載 ー

2000年 ー 外壁用塗膜防水材がJIS化

2019年 ー 建築改修工事標準仕様書に外壁
塗膜防水工法が掲載

51

ウレタンゴム系 ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系 アクリルゴム系

JIS
(JIS A 6021
建築用塗膜防
水材）

屋根用ウレタンゴム系
高伸張形

屋根用ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系
屋根用アクリルゴム
系

公共建築工事
標準仕様書

屋根
X-1、X-2工法

地下防水Y-1工法
屋内防水Y-2工法

適用無し

公共建築改修
工事標準仕様
書

屋根
P0X工法（保護ｱｽ上）
Ｌ4X工法（ｳﾚﾀﾝ上）

P1Y、P2Y工法
（保護ｱｽ上）

適用無し

→多様な下地へ適用
可能

・アクリルゴム系塗膜防水材は、建築用塗膜防水材の一つである。
・約５０年の実績がある。

⇒公共標準仕様には該当しないが、環境に優しい工法として展開
ウレタンは基本的にウレタンの上もしくはコンクリートの上の改修のみ

52
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☆ 高耐久化

予防保全と長寿命化

期待耐用年数の延長、保証期間延長

複合工法

☆ 環境、安全性配慮

脱特化物(MOCA、TDI）、 ＶＯＣ対策、水性化、低臭

☆ 遮熱

グリーン購入法調達品目 高日射反射率防水

☆ 省力化

職人不足、施工の簡易化、自動化、ＡＩ活用

53

 JIS A 6021屋根用アクリルゴム系塗膜防水材

 建設技術審査証明認証品（ｳﾚﾀﾝ同等性能の工法 BCJ-審査証明-215）

 NETIS登録工法（KT-160025-Ａ）

 Ｗ反射防熱工法（遮熱防水材＋遮熱トップコート）

 グリーン購入法 高日射反射率防水

【コラム】

・建設技術審査証明とは
民間で開発された新技術の普及と技術水準の向上に貢献することを目的として設けられている制
度で、学識経験者等によって客観的に証明されたものです。

・NETIS
国土交通省が新技術の活用のために整備した新技術情報提供システムのことです。有効な新技術
の採用を促すために、技術評価点や工事成績評定点の対象とされております。

材料、工法ともに公的に認められた防水です。
防水＋W遮熱で建物の長寿命化へ貢献いたします。
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工程 内容

下地処理 水洗、段差修正、ひび割れ処理等

下地調整 ﾋﾟﾝﾎｰﾙ止め、可塑剤移行防止、錆止め
面調整等

補強、緩衝 補強；ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系不織布等＋防水材
緩衝；通気緩衝シート固定

防水材塗り ＪＩＳ水性アクリルゴム系塗膜防水材

遮熱防水材
塗り

ＪＩＳ水性アクリルゴム系塗膜防水材

トップコー
ト塗り

水性遮熱トップコート、水性防滑トップ
コート
弱溶剤高耐久遮熱トップコート

保護アスファルト工法 露出アスファルト工法

ウレタン塗膜防水工法 ゴムシート防水工法

塩ビシート防水工法FRP防水工法折板屋根 スレート屋根 アスファルトシングル

様々な屋根に施工が
可能です。
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既存下地を活かしてオーバーレイ

工程 材料名 適用 使用量

１ 下地処理 水洗、ひび割れ処理、目地処理等

２ 下地調整
下地調整材C 又は
ﾍﾞｽﾄｼｰﾗｰＫ(Ｋﾊﾟｳﾀﾞｰ混合)

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系下地調整材
ｶﾁｵﾝ系ｼｰﾗｰ

1.0㎏/㎡
0.18㎏/㎡

３ 補強層塗り アトムレイズＪＳ/補強布
JIS A 6021ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系/
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ不織布

0.5㎏/㎡+補強布
+0.3㎏/㎡

４ 防水材塗り アトムレイズＪＳ JIS A 6021ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系 0.5㎏/㎡×2回

５
遮熱防水材
塗り

アトムレイズＪＳサーモ
JIS A 6021ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系
遮熱ﾀｲﾌﾟ

0.5㎏/㎡

６
遮熱トップ
コート塗り

レイズトップＳＧ 遮熱1液水性ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ 0.13㎏/㎡×2回

アトムレイズＪＳ Ｄ工法 サーモ仕様（X-2同等性能工法）
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小型電動エアレススプレーにて防水材を塗布

吹き手；1名、ホース持ち；1名、ネタ場；1名

430㎡を約2.5ｈで塗布

飛散がない施工
均質な膜厚
効率化
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アトムレイズＪＳ工法
サーモ仕様

従来工法
（ウレタン塗膜防水工法）

樹脂 水性アクリルゴム系 無溶剤ウレタン(1液、2液）

防水材塗布量
㎏/㎡ 2.3（X-2同等性能工法) 4.2（X-2、d=1.4の場合）

設計価格
円/㎡ 8,200（X-2同等性能工法、7工程） 8,000～9,000(X-2、5工程)

膜厚 ㎜ 1.2

積層するため膜厚差は大きくない

3.0

炭酸ガスによる気泡が発生

施工方法 ローラー、スプレー コテ （ローラー）

仕上り ローラーマークがでる
※スプレーの場合平滑

平滑
※勾配に応じて膜厚差がでやすい
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アトムレイズＪＳ工法
サーモ仕様

従来工法
（ウレタン塗膜防水工法）

樹脂 水性アクリルゴム系 無溶剤ウレタン(1液、2液）

特定化
学物質

非配合
従来のウレタン防水材には含有

（MOCA、TDI）

VOC量
g/㎡

X-1同等工法；45
X-2同等工法；57

X-1工法；546
X-2工法；1290

消防法
非危険物

（一部のﾌﾟﾗｲﾏｰ、ﾄｯﾌﾟｺｰﾄは溶剤形）

危険物
防水材；第4類第三石油類

ﾌﾟﾗｲﾏｰ、ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ；第4類第一石油類

臭気 低臭 溶剤臭
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アトムレイズＪＳ工法
サーモ仕様

従来工法
（ウレタン塗膜防水工法）

樹脂 水性アクリルゴム系 無溶剤ウレタン(1液、2液）

硬化性 速乾性
ただし、冬季、高湿度下では劣る

やや遅い
ただし、促進剤で調整可能

耐候性

促進耐候性試験

防水材にも耐候性を有する 防水材に耐候性がないため、ﾄｯﾌﾟｺｰﾄの定期
塗替えが必要

熱劣化性
(100℃×30日)
X-2試験片
左；処理前
右；処理後

外観変化はなく
補強布と一体化

加熱により黄変
硬脆くなり、補強布と
分離
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遮熱防水材＋遮熱トップコート（Ｗ反射）

⇒透過した近赤外線による温度上昇を抑制

☆ 遮熱効果の向上

☆ 遮熱持続性の向上

公的に認められた技術
○ 建設技術審査証明 （BCJ-審査証明-215）
○ NETIS登録技術（KT-160025-A）
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所在地等 宮崎市内戸建て住宅屋上

下地等 デッキコンクリート/シート防水

面積 110㎡

工法 アトムレイズJSサーモ-D工法

（既存防水撤去、下地調整後）

施工時期 2013年7月

調査年月 2014年8月 2016年8月 2019年8月 
経過年月 1年後 3年後 6年後 
調査時の気温 33℃ 34℃ 30℃ 
施工面温度 36℃ 34℃ 36℃ 
金属笠木温度 46℃ 50℃ 60℃ 
温度差 －10℃ －16℃ －24℃ 

 

2019年8月確認
笠木;60℃、施工面；約36℃

6年経過し、防水性能は健全であり、
遮熱性能も維持できている。
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評価事例２ 店舗金属屋根

温度差
-14.4℃

温度差
-12.1℃
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日付 物件名等
面積
㎡

下地

2012年9月 栃木県小学校 488 ウレタン

2013年6月 神奈川県中学校 709 金属屋根

2013年7月 鹿児島県店舗 1,256 金属屋根

2013年7月 宮崎県個人宅 110 コンクリート

2013年12月 栃木県公共事業所 1,310 ウレタン

2014年2月 栃木県体育館 1,222 金属屋根

2014年7月 福岡県店舗 719 金属屋根

2015年3月 栃木県大学 200 コンクリート

2015年11月 新潟県公共施設 550 金属屋根

2016年12月 栃木県中学校 170 金属屋根

2017年1月 長崎県民間ビル 330 コンクリート

2017年4月 愛媛県民間事業所 200 金属屋根

2017年5月 福岡県小学校 225 金属屋根

2017年6月 宮崎県集合住宅 289 ゴムシート

日付 物件名等 面積 ㎡ 下地

2017年6月 栃木県民間事業所 864 ゴムシート

2017年9月 栃木県民間事業所 1,500 金属屋根

2018年2月 島根県工場 231 スレート

2018年2月 長崎県公共施設 309 金属屋根

2018年6月 神奈川県米軍基地 635 露出アスファル
ト

2018年7月 栃木県複合商業施
設

2,175 塩ビシート

2018年7月 福岡県店舗 330 金属屋根

2018年8月 鳥取県公共施設 975 金属屋根

2018年9月 茨城県病院 771 ゴムシート

2018年9月 島根県店舗 3,500 金属屋根

2018年10月 茨城県医院 296 露出アスファル
ト

2018年11月 大分県体育施設 2,730 金属屋根

2019年2月 鹿児島県高校 411 金属屋根
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快適な環境を求めて、技術革新をし続けてきました。

現在の世の中は、化学物質は無くてはならないものとなっております。

その一方で、化学物質等を由来とする公害や労災なども多数発生し、

法規制化も進んでおります。

現在は様々な点で全世界とつながっており、私共個人の行動が全世界に

影響を及ぼすといっても過言ではありません。

もう一度、住まい方、化学物質との付き合い方を考えていく時代であるといえます。

防水工法においては、ウレタンゴム系塗膜防水工法が主流となっております。

一方、水性アクリルゴム系防水工法は、既存工法であるウレタンゴム系塗膜防水材と

同等品質を有する工法であり、環境にやさしく、安全に取り扱え、様々な下地へ

適用可能な防水工法です。

NETIS登録工法であり、弊社が展開している防水材は、埼玉県県産品です。
今後ともご検討の程よろしくお願いたします。

【 連絡先 】

アトミクス株式会社レイズ事業部

板橋区舟渡3-9-6 03-3969-3124 嵯峨 浩二
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